
第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が
、

９
月
第
２
週
の
週
末
14
日

（
土
）
と
15
日
（
日
）
の
両

日
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は

「
あ
な
た
が
主
役
～
未
来
に

向
か
っ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
て
、
全
く
新
し
い
フ
ェ

ス
タ
の
実
現
に
努
力
を
重
ね

た
。
実
行
委
員
会
は
、
今
ま

で
と
は
異
な
る
困
難
な
作
業

を
経
て
、
魅
力
的
な
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
９
月
の
こ
の
週
末
に

は
、
沢
山
の
学
生
達
や
同
窓

生
達
だ
け
で
は
な
く
、
会
員

以
外
の
一
般
の
人
も
新
た
な

交
流
を
求
め
て
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
集
い
、
セ
ン
タ
ー

は
例
年
以
上
に
賑
わ
っ
た
。

14
日
（
土
）

フ
ェ
ス
タ
の
初
日
は
、
８

階
の
第
６
講
義
室
で
音
楽
カ

フ
ェ
、
９
階
第
１
講
義
室
と

パ
ソ
コ
ン
実
習
室
で
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
８
階
講
堂
の
音

楽
祭
で
一
斉
に
幕
が
開
い
た
。

こ
の
後
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
「
い
け
ば
な
体
験
」

や
フ
ッ
ト
ケ
ア
指
導
士
に
よ

る
「
あ
な
た
の
足
は
大
丈
夫
？
」

の
指
導
後
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
の
代
表
が
「
簡
単

な
ダ
ン
ス
体
験
」
を
指
導
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
で
は
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
を

楽
し
み
、
パ
ソ
コ
ン
実
習
室

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体

験
も
行
わ
れ
た
。

一
方
、
講
堂
で
行
わ
れ
た

「
音
楽
祭
」
で
は
、
午
前
中

に
個
人
演
奏
と
腹
話
術
や
詩

吟
、
民
踊
な
ど
の
多
彩
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

た
。
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か

ら
は
、
福
井
克
明
氏
に
よ
る

「
皆
で
歌
っ
ち
ゃ
お
う
！
」

で
大
き
な
声
で
歌
う
楽
し
さ

を
体
験
。

ま
た
、
Ｗ
・
Ｗ
・
Ｍ
に
よ

る
合
唱
と
器
楽
演
奏
や
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
ワ
ル
ツ
に
合
わ
せ

て
、
舞
踏
研
究
会
が
ダ
ン
ス

を
披
露
し
た
。
講
堂
で
の
最

後
の
演
奏
は
、
毎
年
恒
例
に

な
っ
て
い
る
ジ
ャ
ズ･

ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が
懐
か
し
い

曲
の
数
々
を
披
露
し
て
、
曲

に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
楽
し

む
人
々
も
沢
山
い
た
。

講
堂
以
外
で
は
、
第
３
講

義
室
で
卒
業
研
究
や
修
士
論

文
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

英
語
倶
楽
部
が
英
国
人
講
師

に
よ
る
英
語
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ

た
。
第
４
、
第
５
講
義
室
に

は
個
人
作
品
の
展
示
が
行
わ

れ
、
午
後
に
は
、
面
接
授
業

講
師
に
よ
る
絵
画
や
書
道
の

講
評
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

15
日
（
日
）

２
日
目
は
、
朗
読
の
会

「
こ
こ
ろ
」
の
朗
読
劇
で
開

幕
し
、
「
ほ
と
ほ
と
歳
時
記
」

よ
り
の
６
作
品
を
「
語
る
歳

時
記
」
と
し
て
発
表
。
「
こ

こ
ろ
」
の
公
演
を
楽
し
み
に

し
て
、
講
堂
を
埋
め
尽
く
し

た
客
席
を
感
動
さ
せ
た
。
第

１
講
義
室
で
は
、
昼
前
か
ら

「
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
」
に

よ
る
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会

が
催
さ
れ
、
午
後
は
熟
年
会

の
公
開
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

第
６
講
義
室
の
音
楽
カ
フ
ェ

で
は
、
次
々
と
腕
自
慢
の
演

奏
家
が
舞
台
に
立
っ
た
。
第

３
講
義
室
で
は
、
前
日
同
様

に
論
文
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、

大
橋
容
一
郎
教
授
等
に
よ
る

論
文
相
談
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
た
。
第
５
講
義
室

で
は
未
来
の
会
に
よ
る｢

絵

手
紙
教
室｣

が
行
わ
れ
、
参

加
者
が
絵
手
紙
に
挑
戦
を
し

て
い
た
。
ま
た
８
階
講
堂
で

は
午
後
か
ら
、
「
健
康
体
操

研
究
会
」
の
指
導
で
体
操
が

行
わ
れ
、
「
舞
踏
研
究
会
」

や
「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
」
の
演
技
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
。

２
日
間
共
通
イ
ベ
ン
ト

今
年
は
第
２
講
義
室
に
お

休
み
処
が
設
け
ら
れ
、
茶
席

の
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
た
。

一
方
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
た

バ
ザ
ー
の
会
場
が
狭
く
な
り
、

自
分
の
提
供
し
た
品
物
が
見

当
た
ら
な
い
と
不
満
を
漏
ら

す
人
も
い
た
。
小
笠
原
や
陸

前
高
田
の
物
産
展
は
展
示
ブ
ー

ス
が
小
さ
く
な
り
、
期
待
が

外
れ
た
人
も
い
た
よ
う
だ
。

２
日
間
を
通
し
て
、
非
常
に

多
彩
な
催
し
が
披
露
さ
れ
た

が
、
一
度
に
演
じ
ら
れ
る
演

目
が
あ
ま
り
に
盛
り
沢
山
で
、

残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
声
も
少
な
か
ら
ず

聞
こ
え
た
。

最
終
日
の
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
恒
例
の
俳
句
・
川
柳

大
会
の
入
選
作
品
が
各
３
句

ず
つ
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、

賛
助
券
の
番
号
に
よ
る
福
引

き
も
行
わ
れ
、
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

（
冬
木
）

２
０
１
９
年
９
月
21
日

（
土
）
午
前
11
時
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
1
学
期
の
卒
業

証
書
・
学
位
記
授
与
式
（
卒

業
107
名
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
涯
学
習
奨
励
賞
の

授
与
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

《
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
》

金
剛
賞
＝
髙
橋
三
夫

金
賞
＝
武
村
勝
人
、
榑
井
博
、

上
田
の
り
子

銀
賞
＝
戸
塚
秀
明
、
長
橋
勇

銅
賞
＝
上
村
清
人
、
森
本
博
、

矢
内
克
幸
、
吉
村
純
子
、

赤
尾
惠
理
子
、
山
田
三
好

吉
田
憲
一
、
加
藤
裕
、

大
畑
み
え
子
（
敬
称
略
）

２
０
１
９
年
度
第
２
学
期

の
入
学
者
の
集
い
が
10
月
６

日
（
日
）
尾
山
埼
玉
同
窓
会

副
会
長
、
大
島
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
代
表
が
臨
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
学
部
93

名
、
大
学
院
７
名
の
出
席
者

が
あ
り
ま
し
た
。

面
接
授
業
の
追
加
登
録
期

間
は
、
10
月
25
日
（
金
）
か

ら
科
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

追
加
受
付
期
限
（
通
常
は
開

講
日
初
日
の
１
週
間
前
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

11
月
29
日
（
金
）
で
す
。

郵
送
の
場
合
は
大
学
本
部

必
着
、
Ｗ
ｅ
ｂ
の
場
合
は
17

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
提
出
・
不
合
格
の
場
合
は
、

単
位
認
定
試
験
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
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学
生
新
聞

「
巨
大
台
風
襲
来
」

笹
原
誠
二

強
い
台
風
15
号
は

９
月
９
日
午
前
５
時
、

千
葉
市
付
近
に
上
陸
。

最
大
瞬
間
風
速
は
約

58
ｍ
で
、
早
朝
ま
で
の
24
時

間
降
水
量
は
実
に
４
４
０
ミ

リ
超
で
、
関
東
直
撃
型
と
し

て
は
、
統
計
史
上
最
強
ク
ラ

ス
の
台
風
と
な
り
、
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
台
風
の
影
響
で
、
千

葉
県
を
中
心
と
し
て
92
万
戸

の
停
電
と
３
日
間
に
わ
た
る

各
種
交
通
機
関
の
主
要
路
線

が
運
休
と
な
り
、
大
混
乱
と

な
っ
た
。
翌
10
日
以
降
も
、

１
都
４
県
で
高
圧
線
鉄
塔
や

電
信
柱
の
倒
壊
に
よ
る
停
電

が
続
き
、
特
に
千
葉
県
で
は

２
週
間
以
上
も
送
電
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
ま
ま
の
状
況
が
続
き
、

更
に
は
断
水
も
重
な
っ
て
、

日
常
生
活
に
支
障
を
も
た
ら

し
た
。

生
活
ラ
イ
ン
の
維
持
の
た

め
に
は
、
ま
ず
電
気
と
水
の

供
給
が
大
前
提
と
な
る
。
し

か
し
台
風
襲
来
後
、
10
日
間

経
っ
て
も
、
ま
だ
15
万
戸
の

大
規
模
停
電
が
続
い
て
い
た
。

今
や
私
達
の
日
常
生
活
に
は

オ
ー
ル
電
化
、
上
下
水
道
の

普
及
が
当
た
り
前
の
意
識
で
、

停
電
、
断
水
状
態
が
長
期
間

に
亘
る
生
活
は
考
え
て
も
い

な
い
。
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
れ

ば
、
直
ぐ
に
電
気
が
つ
き
、

新
鮮
な
水
が
供
給
さ
れ
て
瞬

時
に
文
化
的
な
生
活
が
保
障

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
風
呂
の
残
り
水
の
溜

め
置
き･

再
利
用
や
飲
料
水

の
く
み
置
き
等
の
身
近
な
対

応
策
を
常
に
留
意
し
て
実
践

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

続
け
て
発
生
し
た
台
風
19

号
は
、
更
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
暴
風
雨
の
範

囲
も
関
東
全
域
、
東
北
地
方

に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、
交

通
機
関
は
麻
痺
し
た
。
河
川

の
堤
防
が
破
壊
さ
れ
、
大
洪

水
の
中
で
家
や
道
路
が
浸
水

し
て
、
後
片
付
け
で
未
だ
に

通
常
の
生
活
に
戻
れ
な
い
毎

日
が
続
い
て
い
る
。

学生手帳

入
学
者
の
集
い

第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
俳
句･

川
柳
大
会

＊
俳
句
入
選
句

秋
の
虹
介
護
の
日
々
の
十
年
目

難
波
明
美

紫
陽
花
や
心
を
揺
ら
す
鮮
や
か
さ

坂
本
賢
一

鍵
盤
に
羽
打
ち
休
む
赤
と
ん
ぼ

佐
藤
マ
サ
子

＊
川
柳
入
選
句

埼
フ
ェ
ス
タ
老
い
も
若
き
も
女
学
生

難
波
明
美

Ａ
Ｉ
に
課
題
レ
ポ
ー
ト
任
せ
た
い

橋
本
安
義

世
代
か
な
夢
の
ス
マ
ホ
も
持
ち
ぐ
さ
れ

坂
本
賢
一

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

関
東
を
お
そ
っ
た
台
風
15
号
の
爪
痕
が
、

千
葉
県
を
中
心
に
各
地
に
残
る
中
、
埼
玉
は

大
き
な
被
害
も
な
く
９
月
14
、
15
日
の
２
日

間
、
む
し
ろ
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
予

定
通
り
実
施
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

実
行
委
員
や
関
係
各
位
、
そ
し
て
何
よ
り

も
ご
来
場
下
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

私
も
２
日
間
論
文
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、

委
員
長
か
ら
の
「
あ
な
た
が
主
役
」
の
か
け

声
に
踊
ら
さ
れ
、
忙
し
く
も
楽
し
い
フ
ェ
ス

タ
が
体
感
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。

第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
ご
協
力
の
お
礼

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

大
島
祥
市

卒
業
証
書･

学
位
記
授
与
式

実行委員会はフェスタ前日から準備

お
茶
席
で
優
雅
に
お
茶
を
楽
し
む

第13回埼玉フェスタ開催

テーマは「あなたが主役」

～未来に向かって～を掲げて

音楽祭や体験コーナーも

面
接
授
業
追
加
登
録
期
間

通
信
指
導
の
提
出
期
限

９
月
14
日
、
15
日
の
両

日
、
放
送
大
学
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
に
て
第
13
回
埼

玉
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、

所
属
の
学
生
、
同
窓
生
、

近
隣
の
学
習
セ
ン
タ
ー
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
市
民

の
方
も
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
「
あ
な
た
が

主
役
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い

な
い
学
生
、
市
民
の
方
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
、
２
月

よ
り
準
備
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

来
場
者
数
は
昨
年
の
３

１
７
名
を
大
幅
に
上
回
る

４
０
０
名
以
上
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
信
教
育
や
面
接
授
業
だ

け
で
す
と
、
一
人
で
こ
つ

こ
つ
と
勉
学
を
進
め
が
ち

で
す
が
、
共
に
学
び
仲
間

と
語
ら
い
、
学
習
の
問
題

点
を
見
つ
け
解
決
し
、
研

究
の
新
た
な
視
点
か
ら
の

対
話
な
ど
、
出
会
い
の
場

を
模
索
し
て
み
ま
し
た
。

実
行
委
員
も
サ
ー
ク
ル

と
は
離
れ
て
、
個
人
の
資

格
で
各
イ
ベ
ン
ト
や
賛
助

券
販
売
、
広
報
、
会
計
な

ど
を
担
当
し
、
幅
広
い
活

動
を
繰
り
広
げ
て
頂
き
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、

昨
年
に
加
え
て
、
研
究
の

口
頭
発
表
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

お
祭
り
広
場
を
新
た
に
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学

習
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
に

よ
り
、
客
員
教
授
を
は
じ

め
面
接
授
業
の
先
生
方
に

も
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

で
ご
協
力
を
頂
き
、
学
問
、

芸
術
的
に
も
よ
り
高
い
も

の
を
目
指
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
時
間
が
重

複
し
、
来
場
者
が
分
散
に

よ
る
企
画
倒
れ
に
な
る
こ

と
を
心
配
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
企
画
も
盛

況
で
し
た
。
参
加
者
、
企

画
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
来
場
の
皆
様
方
の
ご
意

見
、
感
想
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
９
階
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
ポ

ス
ト
に
投
函
し
て
頂
け
れ

ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
予
想
以
上
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

余
剰
金
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
資
金
の
一
部

は
、
埼
玉
Ｓ
Ｃ
と
関
連
が

深
く
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
り
ま
す
、
陸

前
高
田
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

み
ち
」
の
会
に
寄
付
さ
せ

て
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
フ
ェ
ス
タ
に
必
要

な
物
品
の
購
入
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

細
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
内

に
、
決
算
報
告
を
掲
示
し

ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

以
上
ご
来
場
の
御
礼
を

申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

ま
た
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
放
送
大
学
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
興
味

を
も
た
れ
、
共
に
学
び
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
参
加

し
て
頂
け
れ
ば
ま
こ
と
に

幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
長

南
雲

功

全
員
参
加
で
元
気
に
盆
踊
り

ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ヴ
コ
ン
サ
ー
ト

ファンを魅了したこころの公演



日
時
＝
11
月
10
日
（
日
）

13
時
～
15
時

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

絵
画
サ
ロ
ン

こ
ざ
わ

⑧

『
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
。

描
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
』

★
11
月
１
日
（
金
）

「
紅
葉
の
北
鎌
倉
を
巡
る
」

＝
鶴
岡
八
幡
宮
、
各
寺
院
、

美
術
館
巡
り
散
策

★
12
月
５
日
（
木
）
～
７
日

（
土
）
＝
研
修
旅
行
「
北

海
道
う
ま
い
も
ん
紀
行
」

★
11
月
16
日
（
土
）
勉
強
会

（
シ
ー
ノ
大
宮
７
Ｆ
）

★
11
月
30
日
（
土
）
勉
強
会

（
放
送
大
学
９
Ｆ
）

★
12
月
15
日
（
日
）
勉
強
会

（
放
送
大
学
９
Ｆ
）

★
11
月
20
日
、
27
日
＝
練
習

★
12
月
４
日
、
25
日
＝
練
習

★
２
月
12
日
＝
合
同
公
演

（
３
学
習
セ
ン
タ
ー
）

プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス
ホ
ー
ル

★
活
動
予
定
＝
毎
週
火
曜
日

（
10
時
半
〜
12
時
）

場
所
＝
８
階

講
堂

★
10
月
29
日

★
11
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日

★
12
月
３
日
・
10
日
・
17
日

12
月
17
日
は
、
親
睦
会

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
＝

午
前
＝
自
主
学
習
（
講
師
）

午
後
＝
講
義
方
式

★
10
月
29
日
、
11
月
５
日
、

19
日
。
12
月
３
日
、
17
日
。

★
11
月
13
日
（
水
）
10
時
＝

名
画
座
（
第
６
講
義
室
）

★
11
月
12
日
（
火
）

13
時
～

勉
強
会

「
空
き
家
問
題
を
考
え
る
」

★
12
月
10
日
（
火
）
忘
年
会

★
11
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、

22
日
＝
い
ず
れ
も
金
曜
日

９
時
半
～
16
時

★
12
月
６
日
、
13
日
、
20
日

時
間
と
講
義
室
は
未
定

台
風
の
多
い
秋
で
し
た
。

毎
月
の
よ
う
に
、
次
々
と
巨

大
台
風
が
日
本
列
島
を
蹂
躙

し
ま
し
た
。
永
年
住
み
慣
れ

た
家
が
流
さ
れ
た
人
。
大
切

な
方
の
命
が
失
わ
れ
た
人
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。
（
冬
）

第６５号 学 生 新 聞 ２０１９年１０月２５日2

十
月
十
日

「
川
越
吟
行
」

秋
の
空
街
に
影
置
く
塔
屋
か
な

安
代

秋
の
日
の
菓
子
屋
横
丁
ニ
ッ
キ
飴

み
さ
子

風
た
ち
て
羅
漢
の
上
の
秋
の
蝶

幸
宏

秋
団
扇
氷
川
祭
り
の
鉾
人
形

と
く
江

菓
子
の
香
の
巡
る
城
下
や
鰯
雲

功

生
醤
油
の
桶
の
高
々
雁
渡
し

光
娥

店
蔵
に
出
刃
の
研
ぎ
音
秋
澄
め
り

十
詩

初
雁
や
忍
者
屋
敷
の
野
天
風
呂

明
美

秋
晴
の
宝
丹
水
の
香
り
か
な

由
美

遣
水
の
指
に
つ
め
た
き
秋
の
水

順

刃
物
屋
の
砥
音
軽
し
秋
の
空

厚
子

蔀
戸
の
三
芳
野
神
社
こ
ぼ
れ
萩

八
重
子

《

毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
句
会

》

俳

句
（
つ
み
草
）

11
月
の
サ
ロ
ン

現
在
の
日
本
で
は
、
様
々

な
音
楽
が
溢
れ
、
毎
日
の
よ

う
に
新
し
い
楽
曲
が
誕
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
か
ら

は
優
れ
た
音
楽
家
が
あ
ま
た

輩
出
さ
れ
、
世
界
中
で
活
躍

の
場
を
広
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る

音
楽
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
日
本
に
は
、
古
来

か
ら
日
本
人
が
親
し
ん
で
き

た
日
本
独
自
の
音
楽
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
音
楽
は
い
わ
ゆ
る

西
洋
音
楽
と
は
非
常
に
異
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
い
つ
頃
か
ら

西
洋
音
楽
は
日
本
に
導
入
さ
れ
、
定

着
し
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

残
暑
が
厳
し
い
９
月
最
初
の
日
曜

日
。
埼
玉
同
窓
会
長
の
鈴
木
さ
と
み

講
師
に
よ
る
「
歌
い
継
ぎ
た
い
童
謡

･

唱
歌
」
の
公
開
講
演
会
が
、
８
階

講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。

鈴
木
講
師
は
、
日
本
に
初
め
て
西

洋
音
楽
が
導
入
さ
れ
た
明
治
初
期
、

日
本
唱
歌
の
父
と
言
わ
れ
た
伊
沢
修

二
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
西
洋
音
楽

を
小
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
教

育
に
定
着
さ
せ
た
か
か
ら
話
し
始
め

た
。
そ
し
て
、
当
初
は
輸
入
し
た
楽

曲
に
日
本
の
わ
ら
べ
歌
の
詩
を
当
て

は
め
て
、
最
初
の
唱
歌
を
誕
生
さ
せ

た
こ
と
。
そ
の
後
の
日
本
独
自
の
唱

歌
や
童
謡
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

花
開
い
て
い
っ
た
の
か
を
、
理
解
し

や
す
い
言
葉
で
丁
寧
に
語
り
か
け
た
。

鈴
木
講
師
に
よ
れ
ば
、
「
唱
歌
と

は
、
楽
器
に
合
わ
せ
て
歌
曲
を
正
し

く
歌
い
、
徳
性
の
涵
養
、
情
操
の
陶

冶
を
目
的
と
す
る
教
科
目
・
そ
の
教

科
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
歌
曲
」
と

定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

日
本
に
最
初
に
入
っ
て
き
た
西
洋

音
楽
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
達

が
も
た
ら
し
た
賛
美
歌
や
ミ
サ
曲
で

あ
っ
た
と
言
う
。
明
治
維
新
の
後
、

西
洋
か
ら
の
刺
激
を
受
け
、
西
洋
の

文
化
に
追
い
つ
く
た
め
に
必
要
な
教

科
と
し
て
、
１
８
７
２
年
の
学
制
発

布
の
際
に
は
、
小
学
校
の
教
科
に

「
唱
歌
」
が
現
れ
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
教
え
る
教
師
も
教
材
も
な
く
、

「
当
分
之
を
欠
く
」
と
い
う
註
が
付

さ
れ
た
有
名
無
実
の
教
科
だ
っ
た
。

一
方
、
伊
沢
修
二
は
、
１
８
７
５

年
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
際
、
メ
ー
ソ

ン
に
音
楽
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、

帰
国
後
は
、
東
京
師
範
学
校
長
を
務

め
る
傍
ら
、
音
楽
取
調
御
用
掛
を
兼

務
し
た
。
ま
た
、
１
８
８
１
年
に
は
、

来
日
し
た
メ
ー
ソ
ン
の
協
力
を
得
て
、

「
小
学
唱
歌
」
初
版
の
出
版
に
こ
ぎ

着
け
て
い
る
。

最
初
の
唱
歌
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
民
謡
に
野
村
秋

足
や
稲
垣
千
穎
が
詩
を
つ
け
た
「
蝶

蝶
」
で
あ
る
。
当
日
は
、
職
業
は
警

察
官
で
あ
る
と
い
う
内
山
さ
ん
と
い

う
若
い
女
性
が
モ
デ
ル
歌
唱
を
し
て
、

全
員
で
「
蝶
蝶
」
を
始
め
、
沢
山
の

唱
歌
や
童
謡
を
歌
っ
た
。

当
初
は
西
洋
の
旋
律
に
日
本
の
国

文
学
者
が
作
詞
し
た
言
葉
を
当
て
は

め
て
い
た
が
、
子
ど
も
に
は
理
解
が

困
難
で
難
解
な
言
葉
遣
い
の
学
校
唱

歌
に
不
満
が
募
り
始
め
た
。
そ
こ
で

「
子
ど
も
に
歌
わ
せ
た
い
歌
、
読
ま

せ
た
い
作
品
、
子
ど
も
の
信
条
を
育

て
た
い
」
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
誕
生
し
た
の
が
、
１
９
１
８
年
に

鈴
木
三
重
吉
が
創
刊
し
た
「
赤
い
鳥
」

で
あ
る
。
そ
の
協
力
者
と
し
て
芥
川

龍
之
介
、
北
原
白
秋
、
島
﨑
藤
村
な

ど
が
作
詞
者
と
し
て
、
ま
た
、
作
曲

者
と
し
て
は
山
田
耕
筰
、
成
田
為
三
、

近
衛
秀
麿
な
ど
が
名
を
連
ね
た
。
こ

の
流
れ
は
、
そ
の
後
、
「
金
の
星
」

へ
と
改
題
し
た
「
金
の
船
」
の
創
刊

へ
と
続
い
て
ゆ
く
。

講
演
は
そ
の
後
、
埼
玉
県
出
身
の

作
詞
家
や
作
曲
家
の
紹
介
に
な
り
、

埼
玉
に
も
沢
山
の
優
れ
た
作
詞
家
や

作
曲
家
が
い
た
事
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

最
近
は
唱
歌
や
童
謡
を
知
る
若
い
人

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
唱
歌
世

代
、
童
謡
世
代
に
と
っ
て
は
懐
か
し

い
歌
曲
を
全
員
で
歌
い
、
和
気
藹
々

と
し
た
楽
し
い
講
演
と
な
っ
た
。

（
冬
）

公開講演会『歌い継ぎたい童謡・唱歌～ピアノとともに』

お
申
込
は
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

17世紀フランスの喜劇作家モリエール作

『町人貴族 (Le Bourgeois Gentilhomme.)』
を紹介する。

この作品は1955年に鈴木力衛の翻訳によ

り岩波文庫に収められ、長く読み継がれてい

るのであるが、残念なことに我が国で上演さ

れる機会は少ない。この作品は、5 幕のコメ

ディ＝バレ（音楽やバレエを組み込んだ喜劇）

であり、モリエールの台本にジャン・バティ

スト・リュリの音楽で1670 年にシャンボー

ル城における国王への娯楽として上演された。

さて『町人貴族』は、金持ちの市民（ブル

ジョワ）のジュールダンが、貴族になること

を夢見る騒動を舞台にしたものである。そこ

でジュールダンは、貴族が身につけているで

あろう、音楽、ダンス、剣術、哲学などを教

えてもらう設定となっているのだが、そこに

は理想的人間とは何かという問題も横たわっ

ている。

第一幕第一景で、音楽の先生がダンスの先

生に、ジュールダンをおだてていれば金にな

ると語ると、ダンスの先生は「おっしゃるこ

とに一理はありますがね、しかしあなたは少

し金銭にこだわりすぎているようですな。金

に目がくらむとは下劣千万。紳士たるものは

そんなに執着をみせるもんじゃありませんよ。」

と答えている。音楽の先生はダンスの先生に、

あなたも金をもらうことに喜んでいるじゃな

いかと反論すると、ダンスの先生は「もちろ

んですよ。でもわたしはそれだけでは幸福に

はなれませんね。あれだけ財産があるんだか

ら、何かにつけてもう少しいい趣味を身につ

けてくれたらと思いますよ。」と語っている。

（岩波文庫9頁）

この二人の会話に出てくる「紳士」とは、

当時の理想的人間のモデルであったオネット

ム（honnête homme）であり、ダンスと音

楽の先生は、自ら「いい趣味(bon goût)」を

身につけている自負があるのだろう。さらに

剣術の先生が登場し、音楽とダンスよりも剣

術の方が優れていると話になると、三人の先

生たちはそれぞれの優越性を主張して言い争

いになる。

そこに、哲

学の先生が

登場し「理

性こそわれ

われのあり

とあらゆる行動の支配者」であるべきである

と、三人をたしなめることになる。しかし、

三人の先生が私たちは「学問」を行っている

と発言すると、その言い争いに参加し「あん

たがた三人とも ちょこざい千万、わたしの

前でそんな生意気な口をきき、技術の名にさ

え価せぬものにあつかましくも学問の名を与

えるとは。かかる賤しむべき職業にふさわし

い名前は、チャンバラ屋、歌うたい、スット

コ踊りの師匠。」（岩波文庫28－29頁）と

侮辱することになる。

ここで哲学者は、「学問（art）」と「技

術(métier)」を比較しているのだが、現在私

たちが普通に用いている「芸術(art)」とい

う用語がまだ確立していなかったことを考慮

すべきであろう。そして、芸術概念の成立史

における重要な区分、つまりは「自由学芸

（liberal arts）」と「熟練的技術(mechan-
ical arts)」の区分の反映をみることが出来

よう。さらに、理性に基づく「学問」という

主張に、デカルトによって成立した近代合理

主義哲学の反映がある一方、非合理的な美や

芸術の判断を導くような「趣味」の問題も共

存しているといえよう。この問題は、主観的

な感覚的判断に対して、客観性を見出そうと

する「美学」という学問が有しているジレン

マでもあるのだ。

ところで、2000年に制作されたジェラー

ル・コルビオ監督による映画《王は踊る》で

は、コメディ＝バレ、そしてフランスにおけ

るオペラ（叙情悲劇）が、成立していく過程

が表現されていて興味深い。そこで《町人貴

族》のシーンでは、第四幕のトルコ人が登場

するシーンが再現されているのだが、エキゾ

チックなトルコ人を揶揄することは、18世紀

に流行する「トルコ趣味」の先駆けでもあっ

たのである。

私の本棚から

実践女子大学
美学美術史学科教授

椎原伸博

『 町 人 貴 族 』
モリエール 作

鈴木力衛 (翻訳)

岩波文庫

人生を語る・伝える交流会

◆日時＝12月15日（日）

14時半～16時（13時半開場）

◆会場＝放送大学埼玉学習センター

９階 第２講義室

◆日程＝１部 作文朗読

（朗読の会／ＷＷＭ協力）

講演『道草人生』

講師：白川好光氏

２部 交流会

「我が人生を語る・伝える」

◆定員＝４０名

◆参加費＝３００円

◆担当＝福盛田恵子（080-1242-7352）

主催：むぎの会／共催：ＣＳＣ交流会
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◆
11
月
16
日
（
土
）
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時
～
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時

『
「
主
観
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な
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ろ
」

と
「
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な
こ
こ
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」
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こ
こ
ろ
と
科
学
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な
い
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人
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日
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』
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）
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日
本
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の
秋
の
夕
陽

我が道草人生


